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Summary
The purpose of this paper is to make clear the place of religious institutions 
in the political history of the Ryukyu Islands. Okinawa was under the 
administration of the United States after World War II. The Government 
of the Ryukyu Islands ─ the self-governance of the Okinawan People ─ 
was established in 1952 and ended in 1972. During that period, Okinawa 
maintained the Religious Organization Law（Shukyo Dantai Ho）enacted in 
prewar Japan. This law has since come to be understood as necessitating 
the infringement of the freedom of belief and conscience guaranteed by 
the Postwar Constitution of Japan. Therefore, the Government sought to 
enact a more liberal Religious Corporations Act（Shukyo Hojin Ho）similar 
to that of postwar Japan, however this goal remained incomplete as the bill 
was scrapped by the Legislature of the Government of the Ryukyu Islands

（Rippo In）.

アメリカ施政下の沖縄における宗教制度
─琉球政府の施策と行政─

大　澤　広　嗣
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ア
メ
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縄
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／
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体
法
／
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縄
の
宗
教
法
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法
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案
）

一　

問
題
の
所
在

　

本
論
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
施
政
下
の
沖
縄
に
お
い
て
、
住
民
側
の
自
治
組
織
で
あ
る
琉
球
政
府
の
宗
教
制
度

に
つ
い
て
沿
革
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
論
点
と
し
て
、
第
一
に
本
土
の
「
宗
教
法
人
法
」
を
参
考
に
し
た
沖
縄
の
「
宗

教
法
人
法
」
の
制
定
を
め
ぐ
る
動
向
と
そ
の
挫
折
を
取
り
上
げ
る
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の
沖
縄
の
施
政
権
返
還
に

伴
う
宗
教
団
体
の
法
的
地
位
の
移
行
措
置
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　

本
課
題
を
設
定
し
た
理
由
を
述
べ
る
。
本
論
は
、
各
種
法
令
の
公
布
と
施
行
を
踏
ま
え
た
、
近
現
代
日
本
の
宗
教
制
度
史
研
究

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
領
域
に
は
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
、
そ
れ
に
同
課
の
元
職
員
で
あ
る
梅
田
義
彦
と
井
上

−86−−87−



恵
行
に
よ
る
成
果
が
知
ら
れ
る
が
、
公
刊
か
ら
既
に
四
十
余
年
が
経
過
し
て
お
り
、
内
容
の
更
新
が
求
め
ら
れ
る（

（
（

。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
多
く
は
、
日
本
内
地
の
宗
教
制
度
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
内
地
と
異
な
る
法
体
系
を
有
し
た
、
戦
前
の
外
地
（
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
・
南
洋
群
島
・
関
東
州
）、
関
連
地

域
（
満
洲
国
）、
占
領
地
（
中
国
地
域
・
南
方
地
域
）、
戦
後
の
関
連
地
域
（
ア
メ
リ
カ
施
政
下
の
沖
縄
）
の
宗
教
制
度
を
踏
ま
え

た
上
で
、
近
現
代
日
本
の
宗
教
制
度
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る（

（
（

。
本
論
は
、
そ
の
研
究
の
一
環

と
し
て
、
分
析
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

二　

ア
メ
リ
カ
施
政
下
の
沖
縄
に
お
け
る
諸
制
度

（
1
）
行
政
制
度

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
一
九
四
五
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
は
沖
縄
に
上
陸
し
て
、
各
地
を
占
領
し
た
。
日
本
軍
に
よ
る
組

織
的
戦
闘
は
、
同
年
六
月
二
三
日
ま
で
に
は
終
了
し
た
。

　

占
領
し
た
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
る
行
政
の
動
き
と
し
て
、
一
九
四
五
年
四
月
一
日
に
琉
球
列
島
米
国
海
軍
軍
政
府
が
設
置
さ
れ
、

一
九
四
六
年
七
月
一
日
に
移
管
さ
れ
て
琉
球
列
島
米
国
陸
軍
軍
政
府
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、「
若
干
の
外
郭
地
域
を
政
治
上
行
政

上
日
本
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
関
す
る
覚
書
」（
一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
指
令
第
六
七
七
号
）

に
よ
り
、
日
本
本
土
と
北
緯
三
〇
度
以
南
の
南
西
諸
島
の
分
離
が
決
定
し
た
。

　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
二
月
一
五
日
に
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
（U

nited States Civil A
dm

inistration of the 
Ryukyu Islands, U

SCA
R

）
と
し
て
改
組
さ
れ
る
。
一
九
五
七
年
六
月
五
日
か
ら
は
、
高
等
弁
務
官
制
が
実
施
さ
れ
た
。
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一
方
で
住
民
側
に
よ
る
行
政
の
動
き
と
し
て
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
二
〇
日
に
沖
縄
本
島
で
自
治
組
織
で
あ
る
沖

縄
諮
詢
会
が
設
置
さ
れ
た
後
、
宮
古
、
八
重
山
、
奄
美
で
各
群
島
別
に
行
政
機
構
（
支
庁
、
民
政
府
、
群
島
政
府
と
変
遷
）
が
設

置
さ
れ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
一
日
に
琉
球
臨
時
中
央
政
府
の
設
立
を
経
て
、
一
九
五
二
年
四
月
一
日
に
同
政
府

が
各
群
島
の
行
政
機
構
を
吸
収
す
る
形
で
、
琉
球
政
府
が
発
足
し
た
。
琉
球
政
府
は
、
一
九
七
二
年
五
月
一
五
日
の
返
還
ま
で
設

置
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
奄
美
群
島
は
、
一
九
五
三
年
一
二
月
二
五
日
に
施
政
権
が
返
還
さ
れ
た
。

（
2
）
法
制
度

　

琉
球
列
島
米
国
民
政
府
は
、
琉
球
列
島
の
政
治
全
権
を
行
使
で
き
る
も
の
と
定
め
ら
れ
、
逐
次
に
「
布
告
」、「
布
令
」、「
指

令
」、「
命
令
」
の
法
令
を
公
布
し
た
。
詳
述
す
る
と
、「
布
告
」
は
、
住
民
宛
て
に
占
領
政
策
の
最
も
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
で
あ
る
。「
布
令
」
は
、
琉
球
政
府
の
仕
組
み
や
法
令
を
定
め
た
り
す
る
基
本
的
な
法
形
式
（
陸
軍
軍
政
府
布
令
、
米

国
民
政
府
布
令
、
高
等
弁
務
官
布
令
）
で
あ
る
。「
指
令
」
は
、
政
治
の
仕
組
み
や
働
き
、
あ
る
い
は
個
人
の
行
為
に
つ
い
て
指

示
す
る
も
の
で
、
行
政
機
関
宛
て
に
そ
の
行
為
を
指
示
す
る
の
が
目
的
だ
が
、
住
民
に
も
拘
束
力
を
も
っ
た
。
ま
た
布
告
で
定

め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
補
う
た
め
の
行
政
上
の
規
則
も
定
め
た
。「
命
令
」
は
、
布
令
、
指
令
の
範
囲
内
で
、
特
殊
な
手
続

き
・
制
限
・
人
事
・
事
件
、
又
は
活
動
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
ア
メ
リ
カ
側
の
上
位
法
令
で
あ
る
布
告
等
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
琉
球
政
府
で
は
自
治
を
行
い
、「
立
法
」
と
呼
ば
れ
る
法
形
式
の
法
令
を
制
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
各
種
の
法
令
が
混
在
し
た
た
め
、
琉
球
に
お
け
る
法
体
系
は
し
ば
し
ば
、「
法
の
雑
居
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
宮

城
剛
助
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
復
帰
直
前
の
一
九
七
二
年
五
月
一
三
日
現
在
で
効
力
を
有
し
た
法
規
数
に
つ
い
て
、
推
計
で
九
二
九

件
と
報
告
す
る
。
内
訳
は
、
①
日
本
法
規
で
琉
球
現
行
法
規
と
し
て
効
力
を
有
し
た
法
律
・
勅
令
・
省
令
等
の
法
規
（
七
九
件
）、

②
米
軍
法
規
等
の
公
布
総
数
（
推
計
三
五
七
件
）、
③
琉
球
政
府
制
定
法
（
立
法
院
に
よ
る
民
立
法
）（
四
九
三
件
）
で
あ
る（

（
（

。
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こ
の
う
ち
に
、
日
本
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
四
七
件
と
さ
れ
、「
法
例
」（
明
治
三
一
年
六
月
二
一
日
法
律
第
一
〇
号
）
や
「
商

法
」（
明
治
三
二
年
三
月
九
日
法
律
第
四
九
号
）、「
刑
法
」（
明
治
四
〇
年
四
月
二
四
日
法
律
第
四
五
号
）
な
ど
の
ほ
か
、
後
述
す

る
「
宗
教
団
体
法
」
と
「
民
法
」
が
含
ま
れ
た
。

　

日
本
本
土
で
は
、
戦
時
中
に
公
布
施
行
さ
れ
た
「
宗
教
団
体
法
」（
昭
和
一
四
年
四
月
八
日
法
律
第
七
七
号
）
は
、
終
戦
直
後

に
「
政
治
的
、
社
会
的
及
宗
教
的
自
由
ニ
対
ス
ル
制
限
除
去
ノ
件
」（
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
四
日
連
合
国
最
高
司
令
部
発
日
本
政

府
宛
覚
書
）
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
宗
教
団
体
法
に
代
わ
り
、
ポ
ツ
ダ
ム
緊
急
勅
令
で
あ
る
「
宗
教
法
人
令
」（
昭
和
二
〇
年

一
二
月
二
八
日
勅
令
第
七
一
九
号
）
を
経
て
、
現
行
の
「
宗
教
法
人
法
」（
昭
和
二
六
年
四
月
三
日
法
律
第
一
二
六
号
）
が
、
公

布
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
日
本
法
の
効
力
が
持
続
し
て
い
た
の
か
。
本
土
か
ら
行
政
が
分
離
さ
れ
た
琉
球
列
島
で
、
戦
前
の
日
本
法
が

効
力
を
有
し
た
法
的
根
拠
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
制
定
し
た
次
の
二
件
の
法
令
で
あ
る
。

米
国
軍
占
領
下
ノ
南
西
諸
島
及
其
近
海
居
住
民
ニ
告
グ
（
一
九
四
五
年
米
国
海
軍
軍
政
府
布
告
第
一
号
）〔
抄
〕

四　

本
官
ノ
職
権
行
使
上
其
必
要
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
限
リ
居
住
民
ノ
風
習
並
ニ
財
産
権
ヲ
尊
重
シ
、
現
行
法
規
ノ
施
行
ヲ
持
続
ス（

（
（

刑
法
並
び
に
訴
訟
手
続
法
典
（
一
九
五
五
年
三
月
一
六
日
米
国
民
政
府
布
令
第
一
四
四
号
）〔
抄
〕

第
一
部　

民
政
府
裁
判
所

第
一
章　

基
本
法

一
、
一
、
二　

一
九
四
五
年
四
月
一
日
現
在
施
行
さ
れ
て
い
た
現
行
法
は
そ
の
ま
ま
琉
球
の
法
律
と
し
て
有
効
と
す
る
。
但

し
、
民
政
府
、
琉
球
政
府
及
び
そ
の
前
身
た
る
機
関
の
制
定
す
る
法
令
に
よ
つ
て
、
改
正
、
修
正
そ
の
他
改
変
さ
れ
た
も
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の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
り
で
な
い（

（
（

。

　

前
者
は
、
沖
縄
を
進
攻
し
た
米
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
兼
米
太
平
洋
地
区
司
令
官
で
あ
る
海
軍
元
帥
の
ニ
ミ
ッ
ツ
（Chester 

W
illiam

 N
im

itz, 1885-1966

）
が
公
布
し
た
た
め
「
ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
」
と
通
称
さ
れ
る
が
、「
高
等
弁
務
官
法
令
の
廃
止
に
つ
い

て
」（
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
四
日
高
等
弁
務
官
布
令
第
五
六
号
）
に
よ
り
失
効
し
た
。

（
3
）
政
教
分
離
と
信
教
自
由
の
原
則

　

琉
球
列
島
米
国
民
政
府
が
定
め
た
次
の
布
告
と
布
令
か
ら
、
宗
教
に
関
わ
る
条
項
を
見
よ
う
。

琉
球
政
府
の
設
立
（
一
九
五
二
年
二
月
二
九
日
米
国
民
政
府
布
告
第
一
三
号
）〔
抄
〕

第
六
条　

信
教
、
言
論
、
集
会
、
請
願
及
び
出
版
の
自
由
及
び
正
当
な
法
手
続
に
よ
ら
な
い
不
当
な
捜
査
、
た
い
補
及
び
生

命
、
自
由
又
は
財
産
の
剥
奪
等
に
対
す
る
安
全
の
保
障
を
含
む
民
主
国
家
の
基
本
的
自
由
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
こ
れ
を
保
障
す
る（

（
（

。

琉
球
政
府
章
典
（
一
九
五
二
年
二
月
二
九
日
米
国
民
政
府
布
令
第
六
八
号
）〔
抄
〕

第
二
章　

住
民
の
地
位
、
権
利
及
び
義
務

第
六
条　

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
琉
球
政
府
又
は
市
町
村
そ
の
他

の
行
政
団
体
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
二
）
何
人
も
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。
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（
三
）
琉
球
政
府
、
市
町
村
そ
の
他
の
行
政
団
体
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て
は
な
ら
な
い（

（
（

。

　
「
琉
球
政
府
章
典
」
は
、
同
政
府
の
基
本
法
令
と
い
う
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
章
典
の
第
六
条
は
、「
日
本
国
憲
法
」（
昭

和
二
一
年
一
一
月
三
日
憲
法
）
の
第
二
〇
条
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
琉
球
政
府
で
は
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
原
則
を
導

入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

琉
球
政
府
に
よ
る
宗
務
行
政

（
1
）
琉
球
政
府
文
教
局
社
会
教
育
課
の
所
掌
事
務

　

琉
球
政
府
は
、
立
法
・
司
法
・
行
政
の
三
権
が
分
立
し
て
い
た
。
一
県
並
み
の
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
国
家
並
み
の
機
構
を
有

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
行
政
府
は
、
逐
次
に
改
編
が
行
わ
れ
た
が
、
復
帰
直
前
に
は
、
行
政
主
席
を
頂
点
と
し
て
、
総
務
局
、
企
画
局
、
主

税
局
、
法
務
局
、
農
林
局
、
通
商
産
業
局
、
建
設
局
、
労
働
局
、
厚
生
局
、
文
教
局
、
公
安
委
員
会
、
宮
古
支
庁
、
八
重
山
支

庁
、
検
察
庁
、
会
計
検
査
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
中
央
教
育
委
員
会
な
ど
の
機
構
を
有
し
た（

（
（

。

　

宗
務
行
政
は
、
文
教
局
が
所
掌
し
た
。
一
九
六
四
年
当
時
の
文
教
局
は
、
庶
務
課
（
人
事
係
、
委
員
会
係
、
経
理
係
、
会
計
指

導
係
、
庶
務
係
、
翻
訳
官
、
法
規
係
、
八
重
山
経
理
駐
在
所
支
出
官
、
宮
古
経
理
駐
在
所
支
出
官
）、
調
査
広
報
課
、
義
務
教
育

課
、
高
校
教
育
課
、
指
導
課
、
保
健
体
育
課
、
教
育
研
究
課
、
施
設
課
、
社
会
教
育
課
な
ど
で
あ
っ
た（

（（
（

。
職
員
の
定
員
に
つ
い

て
、
返
還
直
前
に
公
布
さ
れ
た
「
文
教
局
職
員
定
員
規
程
」（
一
九
七
一
年
一
一
月
三
〇
日
中
央
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
に

よ
れ
ば
、
社
会
教
育
課
は
定
員
九
人
で
、
こ
の
人
員
に
て
社
会
教
育
と
宗
教
団
体
の
事
務
処
理
を
行
っ
た（

（（
（

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
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の
間
の
一
九
六
五
年
九
月
一
〇
日
に
指
導
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
教
局
指
導
部
社
会
教
育
課
と
称
し
た
。

　

文
教
局
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
立
法
に
詳
し
い
。

琉
球
政
府
行
政
組
織
法
（
一
九
六
一
年
七
月
三
一
日
立
法
第
一
〇
〇
号
）〔
抄
〕

（
行
政
事
務
部
局
の
所
掌
事
務
）

第
三
条　

行
政
事
務
部
局
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

十　

文
教
局

（
一
）
中
央
教
育
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

（
二
）
琉
球
大
学
委
員
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

（
三
）
学
校
、
地
方
教
育
委
員
会
そ
の
他
教
育
に
関
す
る
機
関
に
対
し
、
助
言
を
与
え
る
こ
と
。

（
四
）
教
育
、
学
芸
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

（
五
）
社
会
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

（
六
）
そ
の
他
教
育
に
関
す
る
こ
と（

（（
（

。

　

こ
の
立
法
に
は
、
学
校
、
社
会
教
育
、
学
芸
、
文
化
な
ど
の
用
語
は
あ
る
が
、「
宗
教
」
は
な
い
。
そ
れ
は
、（
六
）
の
「
そ
の

0

0

他0

教
育
に
関
す
る
こ
と
」
に
基
づ
い
て
、
運
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
の
宗
教
法
人
法
の
立
法
に
際
し
て
、
前
記
の
「
琉

球
政
府
行
政
組
織
法
」
を
改
正
し
て
、
宗
教
に
関
す
る
事
項
を
明
記
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た（

（（
（

。
た
だ

し
「
琉
球
政
府
行
政
組
織
法
」
の
下
部
法
令
に
あ
た
る
左
記
の
規
則
に
は
、
宗
教
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
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文
教
局
組
織
規
則
（
一
九
六
五
年
九
月
六
日
中
央
教
育
委
員
会
規
則
第
一
六
号
）〔
抄
〕

第
二
章　

本
局

第
一
節　

内
部
部
局

　
　
　
　
　
　

第
三
款　

指
導
部

　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

第
十
一
条　

社
会
教
育
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

十
六　

学
術
及
び
文
化
（
学
校
教
育
関
係
の
も
の
を
除
く
。）
並
び
に
宗
教
に
関
す
る
こ
と（

（（
（

。

　

本
規
則
に
よ
っ
て
、
宗
教
に
関
す
る
事
務
は
、
文
教
局
の
社
会
教
育
課
が
事
務
を
所
掌
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

（
2
）
沖
縄
の
宗
教
団
体
法
に
基
づ
く
事
務
処
理

　

宗
務
行
政
に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
っ
た
法
令
に
つ
い
て
述
べ
る
。
琉
球
政
府
法
務
局
が
編
集
し
た
加
除
式

法
令
集
で
あ
る
『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
に
は
、
効
力
を
有
し
た
宗
教
関
係
法
令
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　

宗
教
団
体
法	

（
昭
和
一
四
年
四
月
八
日
法
律
第
七
七
号
）

　
　

宗
教
団
体
法
施
行
令	

（
昭
和
一
四
年
一
二
月
二
三
日
勅
令
第
八
五
六
号
）

　
　

宗
教
団
体
法
施
行
規
則	

（
昭
和
一
五
年
一
月
一
〇
日
文
部
省
令
第
一
号
）

　
　

宗
教
団
体
登
記
令	

（
昭
和
一
五
年
三
月
一
六
日
勅
令
第
九
八
号
）

　
　

宗
教
団
体
登
記
取
扱
手
続	

（
昭
和
一
五
年
三
月
二
〇
日
司
法
省
令
第
八
号
）

−92−−93−



　

宗
教
団
体
法
に
基
づ
く
、
琉
球
政
府
に
よ
る
宗
教
団
体
の
事
務
処
理
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
一
九
六
六
年
当
時
の
琉
球
政
府

文
教
局
指
導
部
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
宗
教
団
体
法
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
宗
教
団
体
は
、
神
社
神
道
系
を
除
き
、
一
〇
一
団
体
（
内

訳
は
教
派
神
道
系
二
、
仏
教
系
二
九
、
キ
リ
ス
ト
教
系
六
六
、
諸
教
四
）
で
、
こ
の
う
ち
法
人
四
七
団
体
、
非
法
人
五
四
団
体
で

あ
っ
た
。
他
に
も
未
認
可
の
宗
教
団
体
が
あ
っ
た（

（（
（

。
神
社
が
宗
教
団
体
法
の
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
。

　

現
行
の
宗
教
法
人
法
と
従
前
の
宗
教
団
体
法
の
大
き
な
違
い
を
述
べ
る
。
準
則
主
義
に
基
づ
く
宗
教
法
人
法
は
、
行
政
が
宗
教

活
動
に
は
関
与
せ
ず
、
宗
教
団
体
に
法
人
格
を
与
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
宗
教
団
体
は
、
所
轄
庁
か
ら
法
人
格
の

認
証
が
な
く
て
も
任
意
団
体
と
し
て
自
由
に
活
動
で
き
る
。
た
だ
し
土
地
・
建
物
は
法
人
で
は
な
く
個
人
名
義
の
登
記
と
な
る
。

　

し
か
し
認
可
主
義
の
宗
教
団
体
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
団
体
が
行
政
か
ら
設
立
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
原
則
で
、
規
則
に
は
教

義
を
明
記
さ
せ
る
な
ど
、
教
義
に
も
行
政
が
干
渉
し
た
。
ま
た
行
政
に
よ
り
設
立
認
可
を
取
り
消
す
権
限
が
あ
る
な
ど
、
制
定
当

時
の
時
代
を
反
映
し
て
宗
教
団
体
に
対
す
る
指
導
監
督
権
限
が
強
か
っ
た
。
な
お
寺
院
は
法
人
扱
い
だ
が
、
教
会
は
教
派
・
宗

派
・
教
団
と
共
に
非
法
人
と
さ
れ
、
法
人
を
希
望
す
る
場
合
は
、
更
に
別
途
の
認
可
を
要
し
た
。

　

琉
球
政
府
で
の
事
務
の
運
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
同
政
府
と
の
間
で
、
復
帰
に
向
け
た
実
務

担
当
者
と
し
て
調
整
に
当
た
っ
た
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
課
長
補
佐
（
当
時
）
の
高
岡
久
勝
は
、
在
任
中
の
一
九
七
〇
（
昭
和

四
五
）
年
に
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　

宗
教
団
体
法
で
は
、
非
法
人
で
も
宗
教
団
体
は
認
可
を
要
す
る
建
て
前
で
あ
り
、
そ
の
た
め
琉
球
政
府
で
は
未
認
可
の
も

の
に
は
認
可
を
受
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
同
法
は
所
轄
庁
の
監
督
権
が
強
い
た
め
団
体
側
で
は
手
続
き
を
と
ら

ず
、
宗
教
法
人
法
の
施
行
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
認
可
し
て
い
る
団
体
（
法
人
）
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
報
告
、
届

出
、
変
更
認
可
申
請
等
の
提
出
を
勧
め
て
い
る
が
、
厳
し
く
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
事
務
所
の
移
転
を
し
て
も
所
定
の
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手
続
き
が
な
く
、
ま
た
代
表
者
が
変
更
し
て
も
未
届
の
も
の
が
あ
っ
て
、
非
法
人
の
も
の
は
も
と
よ
り
、
法
人
に
つ
い
て

も
、
必
ず
し
も
明
確
に
把
握
さ
れ
な
い
き
ら
い
が
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
宗
教
団
体
法
は
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
監
督
規
定
が
多
い
法
令
で
あ
っ
た
た
め
、
前
掲
の
琉
球
政
府
章
典
の
第
六

条
に
抵
触
し
た
。
高
岡
の
解
説
の
よ
う
に
、
琉
球
政
府
で
は
、
宗
教
団
体
法
を
必
ず
し
も
条
項
ど
お
り
で
は
な
く
、
柔
軟
に
運
用

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

琉
球
政
府
の
社
会
教
育
課
に
お
い
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
宗
教
団
体
の
事
務
を
担
当

し
た
の
が
、
嶺
井
百
合
子
（
一
九
一
二
〜
一
九
九
九
）
で
あ
る
。
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
戦
後
沖
縄
で
新
生
活
運
動
を
推
進

し
た
人
物
で
知
ら
れ
る
。
嶺
井
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

　

社
会
教
育
主
事
の
他
に
私
は
宗
教
法
人
の
認
可
事
務
も
担
当
し
ま
し
た
。
戦
前
に
あ
っ
た
神
社
仏
閣
は
み
ん
な
焼
け
て
し

ま
い
、
戦
後
は
ま
た
新
た
な
建
立
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
前
の
沖
縄
県
と
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
統
治
下
で
の
琉

球
政
府
は
別
個
で
す
か
ら
、
昔
か
ら
あ
っ
た
お
寺
も
ぜ
ん
ぶ
申
請
し
な
お
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
に

占
領
さ
れ
て
い
た
た
め
、
戦
前
に
く
ら
べ
教
会
が
ず
い
ぶ
ん
で
き
ま
し
た
が
、
宗
教
団
体
法
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
お
寺
の

ほ
う
が
認
可
し
や
す
か
っ
た
の
で
す（

（（
（

。

　

嶺
井
が
述
べ
る
よ
う
に
、
琉
球
政
府
が
設
置
さ
れ
て
、
宗
教
団
体
の
認
可
と
登
記
は
、
改
め
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
戦
火
に
よ
り

法
人
の
法
人
登
記
簿
が
滅
失
し
て
い
た
た
め
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
に
よ
り
一
九
五
六
年
四
月
三
日
告
示
第
八
一
号
が
公
布
さ
れ

て
、
宗
教
団
体
法
に
基
づ
く
法
人
を
含
む
、
各
種
法
人
の
登
記
簿
の
回
復
措
置
が
図
ら
れ
た（

（（
（

。
こ
の
法
人
登
記
の
事
務
処
理
は
、
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法
務
局
が
所
掌
し
た
。

（
3
）
神
社
の
事
務
処
理

　

戦
前
の
宗
教
団
体
法
で
は
、
神
社
神
道
が
宗
教
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ず
、
公
の
営
造
物
と
し
て
同
法
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。

「
民
法
」
の
施
行
後
、
神
社
が
法
人
格
を
得
る
場
合
に
は
、
神
社
が
そ
の
ま
ま
で
は
法
人
に
な
れ
ず
、
奉
賛
会
等
を
設
立
し
て
民

法
に
基
づ
く
法
人
を
設
立
し
た
。
琉
球
政
府
で
は
、
戦
前
の
民
法
が
効
力
を
有
し
た
。
民
法
は
、
戦
前
の
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」

（
明
治
二
二
年
二
月
一
一
日
憲
法
）
に
お
い
て
は
計
三
回
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
琉
球
政
府
で
は
、
復
帰
ま
で
計
七
回
の
改
正
を

行
っ
た
が
、
第
三
四
条
の
条
文
に
変
更
は
な
か
っ
た
。『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
に
は
、
民
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

民
法　

第
一
編
第
二
編
第
三
編
（
明
治
二
九
年
四
月
二
七
日
法
律
第
八
九
号
）〔
抄
〕

第
三
十
四
条　

祭
祀
、
宗
教
、
慈
善
、
学
術
、
技
芸
其
他
公
益
ニ
関
ス
ル
社
団
又
ハ
財
団
ニ
シ
テ
営
利
ヲ
目
的
ト
セ
サ
ル
モ

ノ
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
法
人
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得（

（（
（

　

沖
縄
の
神
社
で
は
、
神
社
の
本
体
で
は
な
く
、
そ
れ
を
維
持
す
る
関
連
団
体
と
し
て
、「
社
団
法
人
波
上
宮
奉
賛
会
」、「
社
団

法
人
普
天
満
宮
奉
賛
会
」、「
社
団
法
人
浮
島
神
宮
奉
賛
会
」
な
ど
社
団
法
人
の
設
立
許
可
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
神
社
の

持
つ
財
産
の
維
持
と
管
理
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
琉
球
政
府
は
、
一
九
五
八
年
二
月
五
日
付
け
で
、「
社
団
法
人
世
持
神
社
」

の
設
立
を
許
可
す
る
な
ど（

（（
（

、
戦
前
日
本
の
民
法
の
運
用
と
は
異
な
り
、
神
社
そ
の
も
の
に
法
人
格
を
付
与
す
る
な
ど
の
対
応
を
一

部
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
「
民
法
施
行
令
」（
明
治
三
一
年
六
月
二
一
日
法
律
第
一
一
号
）
に
は
、「
第
二
八
条　

民
法
中
法
人
ニ
関
ス
ル
規
定
ハ
当
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分
ノ
内
神
社
、
寺
院
、
祠
宇
及
ヒ
仏
堂
ニ
ハ
之
ヲ
適
用
セ
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
復
帰
直
前
の
『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』

に
、
同
令
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
琉
球
政
府
で
は
、
本
土
に
は
な
い
、「
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
の
設
立
及
び
監

督
に
関
す
る
規
則
」（
一
九
六
一
年
一
一
月
二
〇
日
規
則
第
一
五
三
号
）
を
制
定
し
て
、
事
務
処
理
を
運
用
し
て
い
た
。

　

戦
前
の
公
的
な
台
帳
で
あ
る
神
社
明
細
帳
に
登
載
さ
れ
た
神
社
は
、
施
政
権
返
還
の
際
に
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人

に
な
る
移
行
措
置
が
取
ら
れ
た
が
、
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

四　

宗
教
法
人
法
の
制
定
と
挫
折

（
1
）
琉
球
政
府
立
法
院
と
文
教
委
員
会

　

琉
球
政
府
で
は
、
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
宗
教
法
人
法
の
制
定
を
準
備
す
べ
く
調
査
を
行
っ
て
い
た（

（（
（

。
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

（
現
、
公
益
財
団
法
人
）
で
は
、
現
地
の
沖
縄
仏
教
連
合
会
（
現
、
沖
縄
県
仏
教
会
）
か
ら
「
明
年
〔
一
九
六
七
年
〕
か
ら
日
本

の
宗
教
法
人
法
に
な
ら
い
琉
球
政
府
は
新
ら
し
く
宗
教
法
人
法
施
行
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
、
関
係
法
規
の
送
附
の
依
頼
を
受
け

た（
（（
（

」
と
あ
り
、
沖
縄
の
仏
教
界
で
も
対
応
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
琉
球
政
府
の
立
法
府
で
あ
る
立
法
院
に
、
政
府
が
制
定
す
る
「
立
法
」
と
し
て
、
宗
教
法
人
法
の
法
案
が
提
出
さ

れ
た
。
ま
ず
は
立
法
院
の
概
要
を
確
認
す
る
と
、
立
法
府
で
あ
る
立
法
院
は
一
院
制
の
議
会
で
、
三
二
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ

た
。
議
会
は
、
毎
年
二
月
一
日
に
開
か
れ
る
定
例
会
と
、
立
法
院
議
員
総
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
年
の
一
二
月
一
日
に
開
か
れ
る
特

別
会
、
そ
れ
に
臨
時
会
が
あ
っ
た
。
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
が
あ
っ
た
。
常
任
委
員
会
は
、
行
政
法
務
委
員
会

（
七
人
）、
内
政
委
員
会
（
八
人
）、
文
教
社
会
委
員
会
（
八
人
）、
経
済
工
務
委
員
会
（
八
人
）、
議
会
運
営
委
員
会
（
七
人
）、
予
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算
決
算
委
員
会
（
一
五
人
）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
に
属
す
る
議
案
、
請
願
書
、
陳
情
書
な
ど
の
審
査
を
行
っ
た（

（（
（

。「
立

法
院
法
」（
一
九
五
三
年
一
月
二
六
日
立
法
第
五
号
）
に
、
組
織
と
運
営
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
立
法
院
で
は
、
文
教
委
員
会
が

宗
教
に
関
す
る
立
法
事
項
を
所
掌
し
て
い
た
。

立
法
院
規
則
（
一
九
五
五
年
六
月
一
四
日
議
決
立
法
院
規
則
第
一
号
）〔
抄
〕

第
五
章　

委
員
会

第
五
節　

常
任
委
員
会

（
各
常
任
委
員
会
の
委
員
数
及
び
所
管
）

第
六
十
七
条　

各
常
任
委
員
会
の
委
員
の
員
数
及
び
そ
の
所
管
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

三　

文
教
社
会
委
員
会　
　

八
人

　
　
　

３　

宗
教
に
関
す
る
事
項（

（（
（

　

本
規
則
に
基
づ
き
、
文
教
委
員
会
に
宗
教
法
人
法
の
法
案
が
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
宗
教
法
人
法
の
立
法
勧
告

　

一
九
六
九
年
の
第
四
〇
回
議
会
（
定
例
会
）
に
お
い
て
、
文
教
社
会
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
宗
教
法
人
法
（
勧
告
）」
の
理

由
書
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

例
文
総
第
一
九
号
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総
渉
第
一
四
─
二
一
号

一
九
六
九
年
三
月
一
〇
日

行
政
主
席　

屋
良
朝
苗

　
　

立
法
院
議
長　

星
克　

殿

「
宗
教
法
人
法
」
の
立
法
勧
告
に
つ
い
て

首
題
に
つ
い
て
別
紙
勧
告
理
由
に
よ
り
立
法
勧
告
し
ま
す
。

　

〔
別
紙
〕
宗
教
法
人
法
（
参
考
案
）
立
法
勧
告
理
由

　

現
行
の
宗
教
制
度
は
、
旧
日
本
帝
国
憲
法
を
根
拠
と
し
て
制
定
さ
れ
た
宗
教
団
体
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
七
号
）

に
よ
る
も
の
で
、
信
教
の
自
由
を
否
定
し
た
非
民
主
的
な
制
度
で
あ
る
。

　

本
土
に
お
い
て
は
、
終
戦
と
と
も
に
政
教
分
離
主
義
が
と
ら
れ
、
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
宗
教
行
政
は
改
め

ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
に
お
い
て
も
基
本
的
な
布
告
・
布
令
で
信
教
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
法
制
の
整
備
が
な
さ
れ

ず
、
い
ま
だ
に
宗
教
団
体
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
用
の
面
で
い
ろ
い
ろ
と
困
難
を
き
た
し
て
い
る
。

　

宗
教
行
政
は
、
健
全
な
る
宗
教
団
体
の
発
生
と
活
動
に
対
し
、
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
宗
教
団
体
法
の
よ
う
な
認

可
制
や
多
く
の
監
督
規
定
に
よ
つ
て
、
信
教
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
宗
教
団
体
法
は
現
状
に
そ
わ
な
い
の
で
、
本
土
と
同
じ
よ
う
な
宗
教
法
人
法
を
立
法
し
た
い（

（（
（

。

　

宗
教
法
人
法
案
が
立
案
さ
れ
た
当
時
の
本
土
の
宗
教
法
人
法
は
、「
行
政
機
構
の
簡
素
化
等
の
た
め
の
総
理
府
設
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」（
昭
和
四
三
年
六
月
一
五
日
法
律
第
九
九
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
文
部
省
の
外
局
と
し
て
文
化
庁
が
設
置
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さ
れ
た
た
め
、
関
連
す
る
条
項
の
語
句
を
修
正
し
て
、
公
布
か
ら
六
度
目
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
参
考
案
は
、
関
連
法
案
の
改
廃
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
な
い
、
昭
和
二
六
年
四
月
三
日
の
公
布
時
の
条
項
を
参
考
に

し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
行
政
事
件
訴
訟
法
」（
昭
和
三
七
年
五
月
一
六
日
法
律
第
一
三
九
号
）
の
施
行
に
よ
っ
て
、
宗
教
法
人
法

か
ら
削
除
さ
れ
て
い
た
第
四
〇
条
（
合
併
の
認
証
に
関
す
る
再
審
査
）
な
ど
は
、
参
考
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
土
の
宗
教
法

人
法
と
沖
縄
の
宗
教
法
人
法
案
に
つ
い
て
、
構
成
を
比
較
す
る
と
表
１
と
な
る
。

　

続
い
て
、
本
土
の
宗
教
法
人
法
と
沖
縄
の
宗
教
法
人
法
案
の
主
な
相
違
点
を
整
理
し
よ
う
。
内
容
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
施
政
下
と
い
う
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
、
用
語
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

　

第
一
に
、「
法
律
」
で
は
な
く
、
琉
球
政
府
の
法
令
で
あ
る
「
立
法
」
と
あ
る
。
法
案
の
第
一
章
第
一
条
（
こ
の
立
法
の
目
的
）

に
は
、「
こ
の
立
法
は
、
宗
教
団
体
が
、
礼
拝
の
施
設
そ
の
他
の
財
産
を
所
有
し
、
こ
れ
を
維
持
運
用
し
、
そ
の
他
そ
の
目
的
達

成
の
た
め
の
業
務
及
び
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、
宗
教
団
体
に
法
律
上
の
能
力
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
あ
る
な
ど
、
冒
頭
の
み
「
法
律
」
が
「
立
法
」
に
置
換
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

　

第
二
に
、
所
轄
庁
に
つ
い
て
条
文
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
土
の
宗
教
法
人
法
で
は
、
宗
教
法
人
の
所
轄
庁
は
都
道
府
県
知
事

又
は
文
部
大
臣
で
あ
る
が
、
沖
縄
で
は
、
全
て
琉
球
政
府
行
政
主
席
が
相
当
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
宗
教
法
人
審
議
会
の
委
員
は
五
〜
一
〇
人
で
あ
る
。（
当
時
の
本
土
の
法
人
法
は
一
〇
〜
一
五
人
で
、
現
在
は
一
〇

〜
二
〇
人
で
あ
る
。）

　

第
四
に
、
過
料
は
「
円
」
で
は
な
く
「
ド
ル
」
で
あ
っ
た
。「
第
九
章　

補
則
」
の
第
八
十
六
条
で
は
、「
次
の
各
号
の
一
に
該

当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
宗
教
法
人
の
代
表
役
員
、
そ
の
代
務
者
、
仮
代
表
役
員
又
は
清
算
人
は
、
三
十
ド
ル
以
下
の
過
料
に

処
す
る
。」
と
あ
る
。

　

当
初
の
宗
教
法
人
法
案
の
提
出
前
に
は
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
法
審
委
員
会
か
ら
審
査
を
受
け
た
。
同
会
の
「
メ
モ
ラ
ン
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表１　本土の宗教法人法と沖縄の宗教法人法（案）の比較

公布当初の宗教法人法
（昭和 26 年法律第 126 号）

全 10 章 89 条

沖縄の宗教法人法
（案）

全 10 章 87 条

第 1 章　総則
　（第 1 ～ 11 条）

第 1 章　総則
　（第 1 ～ 10 条）

第 2 章　設立
　（第 12 ～ 17 条）

第 2 章　設立
　（第 11 ～ 15 条）

第 3 章　管理
　（第 18 ～ 25 条）

第 3 章　管理
　（第 16 ～ 23 条）

第 4 章　規則の変更
　（第 26 ～ 31 条）

第 4 章　規則の変更
　（第 24 ～ 29 条）

第 5 章　合併
　（第 32 ～ 42 条）

第 5 章　合併
　（第 30 ～ 40 条）

第 6 章　解散
　（第 43 ～ 51 条）

第 6 章　解散
　（第 41 ～ 49 条）

第 7 章　登記
　第 1 節　宗教法人の登記
　（第 52 ～ 65 条）
　第 2 節　礼拝用建物及び
　　敷地の登記
　（第 66 ～ 70 条）

第 7 章　登記
　第 1 節　宗教法人の登記
　（第 50 ～ 63 条）
　第 2 節　礼拝用建物及び
　　敷地の登記
　（第 64 ～ 68 条）

第 8 章　宗教法人審議会
　（第 71 ～ 77 条）

第 8 章　宗教法人審議会
　（第 69 ～ 75 条）

第 9 章　補則
　（第 78 ～ 87 条）

第 9 章　補則
　（第 76 ～ 85 条）

第 10 章　罰則
　（第 88 ～ 89 条）

第 10 章　罰則
　（第 86 ～ 87 条）

附則 附則

−100−−101−



ダ
ム
第
二
二
号
」（
一
九
六
九
年
六
月
二
日
、
民
政
府
法
審
委
員
長
、
海
軍
法
務
部
大
佐
ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
）
に
よ

れ
ば
、
法
案
を
立
法
院
に
勧
告
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
本
土
の
宗
教
法
人
法
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
て
い

た
た
め
、
法
審
委
員
会
に
提
出
し
た
法
案
の
第
一
条
第
二
項
に
「
憲
法
が
保
障
す
る
」
と
し
た
文
言
に
つ
い
て
、「
日
本
国
憲
法

は
琉
球
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

」
な
ど
と
し
て
、
修
正
を
指
導
し
て
い
た
。

（
3
）
文
教
社
会
委
員
会
で
の
審
議

　

立
法
院
の
文
教
社
会
委
員
会
で
の
審
議
の
経
過
を
見
て
み
よ
う
。
第
八
回
立
法
院
議
員
総
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
文
教
社
会
委
員

会
（
第
四
〇
、四
二
回
議
会
）
所
属
の
議
員
は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。

　

立
法
院
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
一
九
六
九
年
三
月
一
八
日
の
第
四
〇
回
議
会
（
定
例
）
立
法
院
文
教
社
会
委
員
会
で
、
議
案

「
宗
教
法
人
法
（
勧
告
）」
が
審
査
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
文
教
社
会
委
員
会
に
属
す
る
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
六
人
の
計
八

人
で
あ
る
。
参
考
人
と
し
て
、
金
城
順
一
（
琉
球
政
府
文
教
局
指
導
部
長
）、
比
嘉
松
吉
（
同
指
導
部
社
会
教
育
課
長
）、
大
城
藤

六
（
同
指
導
部
社
会
教
育
課
教
育
指
導
主
事
）
が
召
喚
さ
れ
た
。

　

参
考
人
の
金
城
順
一
よ
り
、
宗
教
法
人
法
の
立
法
勧
告
理
由
が
説
明
さ
れ
た
。
金
城
は
、「
そ
の
規
定
が
宗
教
団
体
に
と
つ
て

は
非
常
に
繁
雑
で
あ
る
」、「
宗
教
団
体
法
の
死
文
化
し
た
規
定
を
そ
れ
で
全
部
除
い
て
法
制
を
整
備
し
て
信
教
の
自
由
と
い
う
も

の
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
が
宗
教
法
人
法
の
大
き
な
目
的
で
あ
り
ま
す
」、「
教
派
と
か
教
団
あ
る
い
は
寺
院
、
教
会
の
設
立
、

合
併
、
解
散
、
そ
れ
か
ら
規
則
の
変
更
、
あ
る
い
は
管
長
、
教
団
統
理
者
の
就
任
な
ど
の
場
合
に
全
部
主
務
官
庁
の
認
可
を
必
要

と
す
る
非
常
に
き
び
し
い
規
定
が
現
在
宗
教
団
体
法
に
は
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」、「
一
日
も
早
く
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
得
て
こ

れ
が
立
法
で
き
る
よ
う
に
ひ
と
つ
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

こ
の
、
説
明
を
受
け
て
、
文
教
社
会
委
員
会
の
委
員
か
ら
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
の
で
、
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
点
を

−102−−103−



紹
介
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。

　

比
嘉
松
栄
（
沖
縄
自
由
民
主
党
）
か
ら
は
、「
い
つ
の
宗

教
法
人
法
を
参
考
に
し
た
の
か
」
と
質
問
し
た
。
参
考
人
か

ら
「
昭
和
二
六
年
の
宗
教
法
人
法
の
公
布
当
時
の
も
の
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
宗
教
法
人
法
を
早
目
に
提
案
し
た

理
由
は
」
と
の
問
い
に
、「
信
教
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
い

る
時
代
に
大
き
な
束
縛
を
受
け
て
い
る
。
あ
る
宗
教
団
体
か

ら
本
土
で
は
な
い
制
限
が
沖
縄
に
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
ま
た

去
年
に
本
土
の
宗
教
団
体
が
沖
縄
の
下
部
団
体
と
一
緒
に

な
っ
て
早
く
立
法
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
復
帰
ま
で
待

て
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。「
宗
教
法
人
法
の
立
法
に
、

宗
教
団
体
か
ら
陳
情
や
反
対
意
見
は
あ
っ
た
か
」
と
の
質
問

に
、「
な
い
」
と
応
答
し
た
。「
宗
教
団
体
に
対
す
る
法
人
税

の
課
税
は
」
と
の
問
い
に
「
な
い
」
と
答
弁
し
た
の
で
あ

る
。

　

中
山
兼
順
（
沖
縄
自
由
民
主
党
）
か
ら
は
、「
宗
教
団
体

法
に
よ
る
宗
教
法
人
は
、
沖
縄
で
何
法
人
か
」
と
の
問
い

に
、
参
考
人
か
ら
「
計
五
二
法
人
で
あ
る
」
と
し
た
。「
宗

教
団
体
法
で
は
、
ユ
タ
（
沖
縄
の
伝
統
的
な
呪
術
・
宗
教
的

表２　立法院文教社会委員会の構成

役職 氏名 当選 所属政党

委 員 長 垣花　恵昌
（1908 ～ 1975）

第 6 ～ 8 回
（3 期） 沖縄自由民主党

副委員長 比嘉　松栄
（1905 ～ 1976）

第 8 回
（1 期） 沖縄自由民主党

委　　員 中山　兼順
（1915 ～ 2001）

第 8 回
（1 期） 沖縄自由民主党

山川　泰邦
（1908 ～ 1991）

第 4 ～ 8 回
（5 期） 沖縄自由民主党

嵩原　久男
（1913 ～ 1994）

第 7 ～ 8 回
（2 期） 沖縄社会大衆党

新垣　孝善
（1907 ～ 1984）

第 7 ～ 8 回
（2 期） 沖縄社会大衆党

仲松　庸全
（1927 ～　）

第 8 回
（1 期） 沖縄人民党

岸本　利實
（1923 ～ 1989）

第 6 ～ 8 回
（3 期） 日本社会党
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職
能
者
）
は
入
る
か
」
と
の
問
い
に
、「
入
ら
な
い
」
と
し
た
。

　

新
垣
孝
善
（
沖
縄
社
会
大
衆
党
）
か
ら
は
、「
宗
教
法
人
法
に
は
、
神
社
は
入
る
か
」
と
の
問
い
に
、
参
考
人
か
ら
「
入
る
」

と
し
た
。

　

岸
本
利
實
（
日
本
社
会
党
）
か
ら
は
、「
沖
縄
に
新
し
い
宗
教
団
体
が
布
教
に
来
て
い
る
が
、
こ
の
立
法
で
の
措
置
は
」
と
の

問
い
に
、
参
考
人
か
ら
「
規
則
を
作
成
し
て
認
証
を
受
け
て
宗
教
法
人
に
な
る
の
で
、
規
制
は
な
い
」
と
し
た
。「
宗
教
団
体
法

に
よ
る
法
人
は
、
宗
教
法
人
法
が
施
行
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
」
と
の
問
い
に
、「
附
則
に
て
一
年
半
の
期
限
を
置
き
、
法
人
法

に
基
づ
く
規
則
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

山
川
泰
邦
（
沖
縄
自
由
民
主
党
）
か
ら
は
、「
宗
教
法
人
法
の
立
法
勧
告
理
由
を
監
督
規
定
の
問
題
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的

に
は
」
と
の
問
い
に
、
参
考
人
か
ら
「
小
さ
な
教
会
で
も
、
宗
教
団
体
法
で
は
設
立
認
可
の
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
全
体
で
、
沖
縄
の
宗
教
事
情
を
反
映
し
た
、
興
味
深
い
発
言
と
答
弁
が
続
く
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
立
法
院
の
第
四
〇
回
議
会
（
定
例
会
）
は
、
一
九
六
九
年
八
月
一
五
日
に
閉
会
と
な
り
、
案
件
「
宗
教
法
人
法
（
立

法
調
査
）」
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
要
求
案
件
と
し
て
付
託
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
九
月
一
日
の
文
教
委
員
会
で
は
、
本
土

で
の
宗
教
法
人
法
の
運
用
の
実
態
を
視
察
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
の
奄
美
大
島
へ
の
委
員
派
遣
が
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
年
の

一
一
月
に
、
後
述
す
る
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
に
よ
り
、
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
か
立
法
の
機

運
に
は
至
ら
ず
、
一
九
七
〇
年
一
月
三
〇
日
に
、
第
四
二
回
議
会
（
定
例
会
）
に
お
い
て
、「
宗
教
法
人
法
（
立
法
調
査
）」
が
再

び
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
し
か
し
審
査
が
行
わ
れ
ず
、
同
年
八
月
三
一
日
に
閉
会
し
て
審
議
未
了
に
終
わ
り
、
結
局
は
廃

案
と
な
っ
た
。

　

宗
教
法
人
法
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
は
、
理
由
が
あ
る
。
琉
球
政
府
文
教
局
指
導
部
社
会
教
育
課
に
勤
務
し
て
、
一
九
六
八
年
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か
ら
一
九
七
二
年
の
復
帰
ま
で
宗
教
団
体
の
事
務
を
担
当
し
た
前
述
の
大
城
藤
六
氏
は
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
対
し
て
「
立

法
院
で
は
、
復
帰
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
宗
教
法
人
法
の
立
法
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
上
司
が
、
あ
る
筋
か
ら
、
立
法
を
控
え

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
」、「
沖
縄
社
会
大
衆
党
の
議
員
は
、
文
教
社
会
委
員
会
で
よ
く
質
問
し
て
い
た
よ
う

に
、
立
法
に
熱
心
で
あ
っ
た
」、「
議
員
自
身
も
、
宗
教
法
人
法
の
内
容
が
難
し
く
て
、
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
と
証
言
し

て
い
る（

（（
（

。

　

つ
ま
り
琉
球
政
府
の
行
政
府
で
は
、
宗
教
法
人
法
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
立
法
府
で
は
議
員
た
ち
の
多
く
は
、
法

案
の
重
要
性
を
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五　

施
政
権
返
還
に
よ
る
法
的
移
行
措
置

（
1
）
日
本
政
府
と
琉
球
政
府
の
調
整

　

内
閣
総
理
大
臣
の
佐
藤
栄
作
（
一
九
〇
一
～
一
九
七
五
）
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
ニ
ク
ソ
ン
（Richard M

ilhous N
ixon, 

1913-1994

）
に
よ
る
「
佐
藤
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
」（
一
九
六
九
年
一
一
月
二
一
日
）
に
よ
り
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の

沖
縄
の
施
政
権
返
還
が
決
ま
っ
た
。
以
降
、
本
項
で
は
宗
教
制
度
に
関
し
て
主
な
動
向
を
述
べ
る
。

　

日
本
政
府
は
行
政
で
の
復
帰
対
策
と
し
て
、「
沖
縄
復
帰
対
策
各
省
庁
担
当
官
会
議
に
つ
い
て
」（
昭
和
四
四
年
一
二
月
一
五
日

事
務
次
官
会
議
申
合
せ
）
が
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
八
月
二
七
日
に
閣
議
決
定
で
設
け
ら
れ
た
沖
縄

問
題
閣
僚
協
議
会
及
び
一
九
六
七
年
四
月
に
発
足
し
た
沖
縄
問
題
連
絡
担
当
官
会
議
を
発
展
さ
せ
、
一
九
六
九
年
一
一
月
二
八
日

に
設
け
ら
れ
た
沖
縄
復
帰
対
策
閣
僚
協
議
会
及
び
幹
事
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
沖
縄
復
帰
対
策
各
省
庁
担
当
官
会
議
に
改
称
し
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た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
本
会
議
に
て
各
省
庁
間
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
統
一
的
に
事
務
処
理
を
行
っ
た
。

　
「
沖
縄
復
帰
対
策
の
基
本
方
針
」（
昭
和
四
五
年
三
月
三
一
日
閣
議
決
定
）
が
決
ま
り
、
復
帰
に
備
え
て
日
本
政
府
が
行
う
べ
き

主
要
な
準
備
措
置
と
し
て
、「
本
土
法
令
の
適
用
準
備
」
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
。

　
「
沖
縄
・
北
方
対
策
庁
設
置
法
」（
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
法
律
第
三
九
号
）
に
よ
り
、
総
理
府
の
外
局
で
あ
る
同
庁
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
で
は
、「
沖
縄
復
帰
対
策
省
内
連
絡
会
設
置
要
綱
」（
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
文
部
事
務
次
官
裁

定
）
が
決
定
し
て
、
同
省
内
に
右
記
の
連
絡
会
が
設
置
さ
れ
た
。
官
房
長
の
取
り
ま
と
め
の
も
と
、
委
員
と
し
て
、
大
臣
官
房
か

ら
人
事
課
長
、
総
務
課
長
、
会
計
課
長
、
企
画
室
長
、
官
房
長
が
指
名
す
る
参
事
官
。
初
等
中
等
教
育
局
か
ら
財
務
課
長
。
大
学

学
術
局
か
ら
庶
務
課
長
。
社
会
教
育
局
か
ら
社
会
教
育
課
長
。
体
育
局
か
ら
体
育
課
長
。
管
理
局
か
ら
振
興
課
長
。
外
局
の
文
化

庁
か
ら
長
官
官
房
庶
務
課
長
が
委
員
と
な
っ
た
。
沖
縄
復
帰
対
策
省
内
連
絡
会
の
下
に
、「
沖
縄
復
帰
対
策
事
務
担
当
者
会
」
も

設
け
ら
れ
、
沖
縄
担
当
参
事
官
が
主
宰
し
て
、
大
臣
官
房
総
務
課
長
が
指
名
す
る
関
係
局
課
の
課
長
補
佐
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。

　

琉
球
政
府
で
は
、
立
法
院
で
の
宗
教
法
人
法
案
の
審
議
未
了
後
、
宗
教
団
体
の
法
的
な
移
行
措
置
に
つ
い
て
、
沖
縄
・
北
方
対

策
庁
を
通
し
て
日
本
政
府
と
連
絡
調
整
を
進
め
た（

（（
（

。
そ
の
際
に
は
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
が
担
当
と
な
っ
た
。

　

日
本
政
府
に
よ
る
「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
（
第
一
次
分
）」（
昭
和
四
五
年
一
一
月
二
〇
日
閣
議
決
定
）
が
決
ま
っ
た
が
、
宗
教

団
体
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
か
っ
た
。
こ
の
要
綱
の
前
書
き
で
は
「
こ
れ
ら
施
策
の
決
定
に
あ
た
つ
て
は
、
琉
球
政
府
お
よ
び
沖

縄
県
民
の
意
志
を
反
映
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
の
努
力
が
払
わ
れ
た
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
琉
球
政
府
の
立
法

院
で
、
次
の
決
議
が
行
わ
れ
た
。

沖
縄
の
復
帰
対
策
に
関
す
る
要
請
決
議
（
一
九
七
一
年
三
月
一
二
日
立
法
院
決
議
第
七
号
）〔
抄
〕

　

本
土
政
府
は
、
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
第
一
次
分
を
既
に
決
定
し
、
第
二
次
以
降
分
の
取
り
ま
と
め
を
急
い
で
い
る
。
／
本
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院
は
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
復
帰
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
つ
ど
重
要
な
事
項
を
取
り
上
げ
、
院
議
を
も
っ
て
要
請
し
た
が
、

更
に
当
面
の
要
請
事
項
と
し
て
別
紙
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
こ
れ
が
全
面
的
に
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
院
議
を
も
っ
て
要
請
す
る
。

　
　
　

右
決
議
す
る
。
／
琉
球
政
府
立
法
院

　
　
　

（
別
紙
）

　
　

五
十　

教
育
関
係

　
　
　

1　

宗
教
法
人

　

現
に
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
法
人
は
、
本
土
法
に
よ
る
宗
教
法
人
と
な
る
よ
う
に
所
要
の
経
過
措
置
を
講

ず
る
こ
と（

（（
（

。

　

立
法
院
の
決
議
を
経
て
、
本
土
で
は
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
」
の
第
二
次
分
が
追
加
さ
れ
、
宗
教
団
体

の
取
扱
い
が
記
載
さ
れ
た
。

　
　
　

沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
（
第
二
次
分
）（
昭
和
四
六
年
三
月
二
三
日
閣
議
決
定
）〔
抄
〕

　
　
　
　

五　

教
育
・
文
化

　
　
　
　
　
（
四
）
宗
教
法
人
制
度

　

復
帰
の
際
現
に
沖
縄
の
法
令
に
よ
り
宗
教
法
人
で
あ
る
宗
教
団
体
に
つ
い
て
は
、
本
土
の
宗
教
法
人
法
に
よ
る
宗
教
法
人

と
み
な
す
と
と
も
に
、
同
法
施
行
の
際
の
例
に
準
じ
、
一
定
期
間
内
に
規
則
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
等
、
必
要
な

経
過
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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な
お
、
社
寺
等
が
そ
の
用
に
供
し
て
い
る
国
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
場
合
に
、「
社
寺
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
て

あ
る
国
有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
法
律
」
の
例
に
よ
り
、
こ
れ
を
譲
与
ま
た
は
減
額
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
沖
縄
復
帰
対
策
要
綱
」
に
基
づ
き
、
返
還
に
伴
う
法
制
度
の
円
滑
な
移
行
が
法
制
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

　

前
記
の
経
過
を
経
て
、「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
。
同
法
の
施
行
日
は
、「
琉
球
諸
島

及
び
大
東
諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
」（
昭
和
四
六
年
六
月
一
七
日
）、
す
な
わ
ち
沖
縄
返
還
協

定
の
効
力
発
生
日
で
あ
る
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
五
月
一
五
日
と
な
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
幾
度
の
改
正
を
経
て
、
現
行

の
法
律
で
あ
る
。

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
六
年
一
二
月
三
一
日
法
律
第
一
二
九
号
）〔
抄
〕

第
六
章　

法
人
の
権
利
義
務
の
承
継
等

　
　
　

（
宗
教
団
体
等
）

第
四
十
七
条　

沖
縄
の
宗
教
団
体
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
七
号
）
に
基
づ
く
法
人
で
あ
る
宗
教
団
体
及
び
こ
の
法
律

の
施
行
の
際
琉
球
政
府
が
保
管
し
て
い
る
神
社
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
宗
教
法
人
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
宗
教
法
人
と
な
る（

（（
（

。

−108−−109−



　

こ
の
法
律
に
加
え
て
、
宗
教
法
人
の
円
滑
な
登
記
を
行
う
た
め
、「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措

置
等
に
関
す
る
政
令
」（
昭
和
四
七
年
四
月
二
八
日
政
令
第
一
〇
六
号
）
が
公
布
施
行
さ
れ
た
。
第
四
三
条
（
沖
縄
宗
教
団
体
等

に
関
す
る
経
過
措
置
）
に
よ
っ
て
、
復
帰
後
に
、
従
前
の
宗
教
団
体
は
、
新
た
に
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
と
し
て
規
則

を
作
成
し
て
、
所
轄
庁
で
あ
る
沖
縄
県
知
事
が
一
括
し
て
法
人
登
記
を
嘱
託
す
る
、
い
わ
ば
団
体
の
法
的
地
位
の
つ
な
ぎ
の
た
め

の
特
例
措
置
が
取
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
年
六
か
月
以
内
に
先
に
届
け
出
た
法
人
規
則
を
更
に
検
討
し
て
、
宗
教
法
人
の
恒
久
的

な
運
営
を
行
う
た
め
、
沖
縄
県
知
事
が
規
則
の
認
証
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

神
社
を
め
ぐ
っ
て
は
、
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有
者
が
不
明
と
な
り
、
非
民
法
法
人
の
神
社
も
存
在
し
て
い
た
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
。
戦
火
で
滅
失
し
た
神
社
明
細
帳
の
整
備
の
た
め
、「
旧
神
祇
院
〔
内
務
省
の
外
局
〕
考
証
課
長
鳥
羽
正

雄
〔
一
八
九
九
～
一
九
七
九
〕
氏
保
存
の
写
本
に
よ
り
復
元
し
（
浄
書
は
小
野
〔
迪
夫
〕
調
査
部
長
）、
国
と
県
の
正
本
と
し
て

そ
の
範
囲
を
確
立
し
た（

（（
（

」
と
い
う
逸
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
琉
球
政
府
で
は
、
神
社
明
細
帳
の
再
調
製
を
行
い
、
復
帰
直
前
の
『
公
報
』（
官
報
に
相
当
）
に
て
公
告
を
行
い
、

法
的
地
位
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
沖
縄
の
宗
教
団
体
法
で
対
象
外
で
あ
っ
た
神
社
が
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
法
人
に

な
る
た
め
の
前
段
階
が
準
備
さ
れ
た
。

神
社
明
細
帳
調
製
復
旧
に
つ
い
て

　

大
正
二
年
内
務
省
令
第
六
号
の
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
一
九
七
二
年
四
月
二
十
日
づ
け
で
左
記
の
と

お
り
神
社
明
細
帳
調
製
復
旧
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

一
九
七
二
年
四
月
十
二
日

�

琉
球
政
府
行
政
主
席　

屋
良
朝
苗（

（（
（
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公
告
の
文
中
に
あ
る
「
大
正
二
年
〔
四
月
二
一
日
〕
内
務
省
令
第
六
号
」
と
は
、
官
国
幣
社
以
下
の
神
社
の
祭
神
、
神
社
名
、

社
格
、
明
細
帳
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
土
で
は
、「
昭
和
二
一
年
二
月
二
日
内
務
省
令
第
五
号
」
で
廃
止
さ
れ

た
が
、
沖
縄
で
は
効
力
を
有
し
て
い
た
。

（
3
）
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課

　

施
政
権
返
還
を
め
ぐ
る
宗
教
団
体
の
法
的
地
位
の
移
行
に
つ
い
て
、
琉
球
政
府
と
の
間
で
実
務
の
調
整
を
行
っ
た
の
が
、
文
部

省
の
外
局
で
あ
る
文
化
庁
の
文
化
部
宗
務
課
で
あ
る
。
沖
縄
県
公
文
書
館
に
は
、
琉
球
政
府
文
教
局
指
導
課
社
会
教
育
課
の
担
当

者
に
よ
る
覚
え
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
立
法
院
で
の
宗
教
法
人
法
案
の
廃
案
後
に
、
復
帰
に
向
け
て
琉
球
政

府
の
担
当
者
が
文
化
庁
の
担
当
者
に
確
認
す
べ
き
事
項
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

宗
教
事
務

一
、
立
法
院
に
立
法
勧
告
し
て
あ
っ
た
宗
教
法
人
法
は
、
審
議
未
了
で
廃
案
に
な
っ
た
の
で
、
復
帰
の
際
本
土
法
の
即
時
適

用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
特
に
復
帰
ま
で
に
準
備
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
か
、
ど
う
か
。

二
、
復
帰
の
際
、
旧
法
で
認
可
し
た
法
人
並
び
に
民
法
三
十
四
条
に
よ
っ
て
認
可
し
た
宗
教
関
係
法
人
（
神
社
等
）
等
を
、

宗
教
法
人
法
に
よ
る
認
証
手
続
き
を
経
て
、
法
人
認
証
す
る
予
定
で
す
が
、
留
意
す
べ
き
こ
と
や
問
題
点
は
な
い
か
。

三
、
現
に
社
寺
等
が
使
用
し
て
い
る
国
有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
特
別
処
置
を
講
じ
て
も
ら
い
度
い
（
社
寺
等
宗
教
団
体
の

使
用
に
供
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
有
財
産
の
処
分
を
含
む（

（（
（

）。
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こ
の
覚
え
書
き
は
琉
球
政
府
の
用
箋
で
書
か
れ
た
も
の
を

青
焼
複
写
し
た
も
の
で
、
冒
頭
に
「
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課

課
長
補
佐　

高
岡
久
勝
」
と
記
名
が
あ
る
。「
与
那
覇
課
長

上
京
の
際
に
、
依
頼
し
た
。
一
九
七
〇
、
一
一
、
六
」
と
鉛

筆
で
上
書
き
も
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
教
局
社
会
教
育

課
長
の
与
那
覇
修
（
一
九
七
〇
年
四
月
一
日
〜
一
九
七
二
年

五
月
一
四
日
在
職
）
が
、
立
法
院
で
の
廃
案
後
に
、
宗
教
法

人
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
文
化
庁
と
対
応
を
協
議
し
た
時
の
資

料
で
あ
る
。

　

沖
縄
の
施
政
権
返
還
に
先
立
ち
、
一
九
七
一
（
昭
和

四
六
）
年
八
月
二
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
文
化
庁
文
化

部
宗
務
課
の
職
員
が
現
地
を
視
察
し
た
。
課
長
の
佐
伯
信

男
（
一
九
三
一
～
没
）、
専
門
職
員
の
阿
部
美
哉
（
宗
教
学

者
、
一
九
三
七
～
二
〇
〇
三
）
で
あ
る
。
そ
の
日
程
は
、
表

３
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。
文
化
庁
職
員
に
よ
る
視
察
の
主
た
る

理
由
は
、
主
に
法
的
地
位
が
不
明
確
で
あ
っ
た
神
社
の
実

地
確
認
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
訪
問
先
は
神
社
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
な
お
、
後
に
宗
務
課
長
を
務
め
る
大
家
重
夫

（
一
九
三
四
〜　

）
は
、
こ
の
時
に
は
著
作
権
課
課
長
補
佐

表３　文化庁文化部宗務課職員による現地視察日程

1971（昭和 46）年
　8 月 23 日

移動（羽田空港発那覇空港着）、挨拶（琉球政府文教局指
導部社会教育課、日本政府沖縄事務所）、南部戦跡参拝

　8 月 24 日 文教局から事情聴取、実地調査（下項参照）、歓迎会（社
団法人沖縄教職員共済会の那覇宿泊所「八汐荘」）

　8 月 24 ～ 25 日

実地調査（波上宮、護国神社、沖縄神社、世持神社、安里
八幡宮、沖宮、識名宮、天久宮、長寿宮、末吉宮、普天
間宮、金武宮、神道振興会、遍照寺、立正佼成会、創価学
会、沖縄キリスト教団、天理教沖縄分教会、首里カトリッ
ク教会）

　8 月 25 日 移動（那覇空港発宮古空港着、509 便）

　8 月 26 日 宮古連合教育委員会から事情聴取、実地調査、移動（宮古
空港発那覇空港着、504 便）

　8 月 27 日 神社関係団体と協議懇談

　8 月 28 日 琉球政府文教局と協議、移動（那覇空港発羽田空港着、
906 便）
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と
し
て
、
同
じ
日
程
で
沖
縄
で
の
著
作
権
事
情
を
調
査
し
て
い
る
。

　
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
宗
教
法
人
審
議
会
で
は
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
一
〇
月
五
日
に
行
わ
れ
た
第
六
二
回
宗

教
法
人
審
議
会
で
は
、
議
題
が
「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
宗
教
法
人
等
の
措
置
に
つ
い
て
（
報
告
）」
で
あ
っ
た
。
開
催
は
、「
沖
縄

の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

復
帰
直
前
の
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
三
月
二
四
日
に
は
、
文
化
庁
の
担
当
者
に
よ
り
沖
縄
の
宗
教
団
体
及
び
神
社
明
細
帳

に
あ
る
神
社
を
対
象
に
、
現
地
に
て
切
り
替
え
手
続
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
た（

（（
（

。

六　

結
論

　

以
上
、
琉
球
政
府
に
お
け
る
宗
教
制
度
に
つ
い
て
、
概
要
を
整
理
し
て
き
た
。

　

沿
革
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
五
二
年
の
琉
球
政
府
発
足
に
際
し
て
、
上
部
組
織
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
側
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府

は
、
信
教
自
由
と
政
教
分
離
の
原
則
を
記
載
し
た
「
琉
球
政
府
章
典
」
を
定
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
宗
務
行
政
は
、
指
導
監

督
の
権
限
の
強
い
戦
前
の
「
宗
教
団
体
法
」
が
効
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
琉
球
政
府
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
本
土
と
ほ
ぼ
同
じ
「
宗
教
法
人
法
」
の
立
法
準
備
を
始
め
た
。
第
三
代
行
政
主

席
の
大
田
政
作
（
一
九
五
九
〜
一
九
六
四
年
在
任
、
沖
縄
自
由
民
主
党
総
裁
）
の
時
期
に
「
宗
教
法
人
法
」
の
立
法
準
備
が
始
ま

り
、
第
四
代
行
政
主
席
の
松
岡
政
保
（
一
九
六
四
〜
一
九
六
八
年
在
任
、
民
主
党
総
裁
〔
一
九
六
四
年
改
称
、
一
九
六
七
年
沖

縄
自
由
民
主
党
に
戻
る
〕）
の
時
期
に
は
、
制
定
の
動
き
が
な
か
っ
た
。
野
党
統
一
候
補
の
無
所
属
の
屋
良
朝
苗
（
一
九
六
八
〜

一
九
七
二
年
在
任
）
が
、
初
め
て
の
公
選
に
よ
っ
て
、
一
九
六
八
年
一
二
月
に
第
五
代
行
政
主
席
に
就
任
し
た
直
後
の
一
九
六
九
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年
三
月
の
立
法
院
第
四
〇
回
議
会
（
定
例
会
）
に
て
、
宗
教
法
人
法
案
が
勧
告
さ
れ
た
。
し
か
し
立
法
院
で
審
議
未
了
に
終
わ
り

廃
案
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
沖
縄
返
還
の
際
に
、
沖
縄
の
宗
教
団

体
及
び
神
社
が
、
本
土
の
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人
と
な
る
特
別
措
置
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

琉
球
政
府
文
教
局
で
は
、
早
く
か
ら
本
土
と
同
じ
「
宗
教
法
人
法
」
の
立
法
を
想
定
し
て
い
な
が
ら
、
結
局
は
法
案
が
成
立
し

な
か
っ
た
の
は
、
政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
の
原
則
に
基
づ
く
同
法
の
趣
旨
が
立
法
院
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
文
教
局
が
制
定
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
は
、
施
政
権
返
還
を
見
越
し
つ
つ
、
現
代
社
会
の
政
教
関
係
に
対
応
し
た
法
規
の

整
備
を
志
向
し
て
い
た
と
意
義
付
け
で
き
る
。
立
法
院
で
審
査
さ
れ
た
宗
教
法
人
法
案
は
そ
の
所
産
で
あ
る
。

�

（
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
専
門
職
、（
専
門
）
宗
教
学
）

注
記

（
1
）	

文
部
省
文
化
局
宗
務
課
監
修
『
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
八
年
）、
文
化
庁
編
『
明
治
以
降
宗
教
制
度
百
年
史
』

（
文
化
庁
、
一
九
七
〇
年
）、
梅
田
義
彦
『
改
訂
増
補　

日
本
宗
教
制
度
史　

第
四
巻
近
代
篇
』（
東
宣
出
版
、
一
九
七
一
年
）、
井
上
恵
行
『
改
訂
再

版　

宗
教
法
人
法
の
基
礎
的
研
究
』（
第
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）。

	

　

な
お
本
論
に
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
の
文
脈
か
ら
、
中
野
毅
「
沖
縄
返
還
に
伴
う
宗
教
団
体
の
法
的
地
位
の
変

遷
と
宗
務
行
政
」（『
宗
教
法
』
第
三
三
号
、
宗
教
法
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
同
稿
に
は
、
筆
者
が
中
野
氏
に
提
供
し
た
資
料
が
一
部
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）	

近
現
代
日
本
の
宗
教
制
度
に
関
す
る
総
合
的
研
究
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
旧
外
地
法
と
宗
教
制
度
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
九
巻
別
冊
、
第
七
四
回
学
術

大
会
紀
要
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
問
題
点
を
提
起
し
た
。
南
方
占
領
地
の
宗
教
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
戦
時
下
の

日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
）
の
中
で
、
若
干
の
紹
介
を
行
っ
た
。
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（
3
）	

沖
縄
教
職
員
会
編
『
わ
れ
ら
の
沖
縄
─
祖
国
復
帰
を
ま
つ
人
々
と
そ
の
く
ら
し
』（
沖
縄
時
事
出
版
社
、
一
九
六
八
年
〔
改
訂
一
九
六
九
年
〕、

五
九
頁
）
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
七
年
一
二
月
現
在
（
有
効
布
告
／
発
布
総
数
）
で
、
布
告
（
一
三
件
／
一
一
八

件
）、
布
令
（
六
一
件
／
二
三
二
件
）、
指
令
（
九
件
／
四
四
五
件
）、
命
令
（
一
件
／
一
件
）
と
あ
る
。

（
4
）	
宮
城
剛
助
「
情
報
の
検
閲
─
集
成
刑
法
の
制
定
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
編
『
戦
後
を
た
ど
る
─
「
ア
メ
リ
カ
世
」
か
ら
「
ヤ
マ
ト
の
世
」
へ
』（
琉
球

新
報
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
八
一
頁
。

	

　

宮
城
は
、
沖
縄
県
議
会
事
務
局
調
査
課
図
書
係
長
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
同
稿
に
て
、
宮
城
が
法
令
数
を
推
算
し
た
典
拠
の
記
載
は

な
い
が
、
加
除
式
の
法
令
集
で
あ
る
琉
球
政
府
法
務
局
編
『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
一
─
一
四
巻
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
一
年
）
の
追
録

第
一
四
九
号
（
一
九
七
二
年
五
月
一
三
日
現
在
）
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
。

	

　

な
お
本
論
で
、『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
か
ら
引
用
し
た
法
令
は
、
特
記
が
な
い
限
り
、
琉
球
政
府
下
で
最
後
に
発
行
さ
れ
た
、
こ
の
追
録
第

一
四
九
号
に
基
づ
く
。

（
5
）	「
米
国
軍
占
領
下
ノ
南
西
諸
島
及
其
近
海
居
住
民
ニ
告
グ
（
一
九
四
六
年
米
国
海
軍
軍
政
府
布
告
第
一
号
）」（『
沖
縄
民
政
府
広
報
』
第
一
号
、
沖
縄

民
政
府
知
事
官
房
、
一
九
四
六
年
六
月
一
日
）、
一
頁
。

（
6
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
三
巻
、
第
七
編
「
刑
事
法
」
二
一
頁
。

（
7
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
一
巻
Ⅰ
、
第
一
編
「
基
本
法
」
二
一
頁
。

（
8
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
一
巻
Ⅰ
、
第
一
編
「
基
本
法
」
三
二
頁
。

（
9
）	

沖
縄
県
公
文
書
館
編
『
琉
球
政
府
行
政
機
構
変
遷
図　

一
九
五
二
、
四
、
一
─
一
九
七
二
、
五
、
一
四
』
沖
縄
県
公
文
書
館
、
一
九
九
八
年
）
の

巻
末
折
込
図
「
戦
後
沖
縄
の
政
府
機
構
の
変
遷
」
を
参
照
。

（
10
）	

琉
球
政
府
内
務
局
人
事
課
編
『
琉
球
政
府
行
政
府
職
員
録　

一
九
六
四
年
五
月
一
日
現
在
』（
琉
球
政
府
内
務
局
人
事
課
、
一
九
六
四
年
）、
三
八
三

─
三
九
一
頁
。

（
11
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
四
巻
Ⅱ
、
第
九
編
「
教
育
・
文
化
」
四
九
─
四
九
の
三
頁
。

（
12
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』、
第
三
編
「
行
政
一
般
」
三
二
─
三
四
頁
。

（
13
）	

本
土
の
場
合
、「
文
部
省
設
置
法
」（
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一
四
六
号
）
と
「
文
部
省
組
織
令
」（
昭
和
二
七
年
八
月
三
〇
日
政
令
第

三
八
七
号
）
に
は
、
宗
務
行
政
に
関
す
る
所
掌
事
務
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
四
巻
Ⅱ
、
第
九
編
「
教
育
・
文
化
」
四
一
─
四
六
頁
。
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（
15
）	

文
中
で
紹
介
し
た
、「
宗
教
団
体
法
」、「
宗
教
団
体
法
施
行
令
」、「
宗
教
団
体
法
施
行
規
則
」、「
宗
教
団
体
登
記
令
」、「
宗
教
団
体
登
記
取
扱
手

続
法
令
」
に
つ
い
て
、
前
三
者
は
、
前
掲
の
琉
球
政
府
法
務
局
『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
四
巻
Ⅱ
（
第
九
編
「
教
育
・
文
化
」
一
二
六
一
─

一
二
九
一
頁
）
に
掲
載
、
後
二
者
は
、
琉
球
政
府
法
務
局
『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
二
巻
（
第
六
編
「
民
事
法
」
一
〇
七
四
─
一
一
〇
三
頁
）

に
掲
載
。
第
四
巻
Ⅱ
の
本
文
中
に
あ
る
宗
教
関
連
法
令
の
公
布
日
に
誤
記
が
あ
っ
た
の
で
、
本
論
で
は
修
正
し
た
。

	

　

宗
教
団
体
法
及
び
関
連
法
令
の
う
ち
、
琉
球
政
府
下
で
改
正
さ
れ
た
の
は
「
宗
教
団
体
登
記
令
」
の
第
一
次
改
正
（
一
九
七
一
年
一
月
一
一
日

規
則
第
四
号
）
の
み
で
あ
る
。

	

　

ま
た
、
戦
前
の
沖
縄
県
で
は
「
宗
教
団
体
法
施
行
細
則
」（
昭
和
一
五
年
三
月
二
九
日
沖
縄
県
令
第
二
一
号
）
が
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、『
琉
球
現

行
法
規
総
覧
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
16
）	

梅
田
義
彦
「
琉
球
（
元
沖
縄
県
）
の
宗
教
事
情
」（『
宗
務
時
報
』
第
一
三
号
、
文
部
省
調
査
局
宗
務
課
、
一
九
六
六
年
、
二
二
─
二
四
頁
）
に
は
、

琉
球
政
府
か
ら
提
供
を
受
け
た
宗
教
団
体
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

	

　

な
お
、『
宗
務
時
報
』（
現
在
の
発
行
は
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
）
に
は
、
前
掲
の
論
考
の
ほ
か
、
沖
縄
関
連
の
記
事
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ

る
。
高
岡
〔
久
勝
〕「
沖
縄
の
宗
務
行
政
の
現
状
等
に
つ
い
て
」（
第
二
五
号
、
一
九
七
〇
年
）、
金
城
貞
治
（
沖
縄
県
総
務
部
文
書
学
事
課
）「
沖
縄

県
の
宗
務
行
政
事
務
の
現
況
」（
第
三
五
号
、
一
九
七
五
年
）、
山
城
直
吉
（
沖
縄
県
総
務
部
文
書
学
事
課
）「
沖
縄
県
に
お
け
る
宗
務
行
政
の
現
状

と
課
題
」（
第
九
七
号
、
一
九
九
六
年
）、
沖
縄
県
総
務
部
総
務
私
学
課
「
沖
縄
県
に
お
け
る
宗
務
行
政
の
変
遷
と
現
状
」（
第
一
一
四
号
、
二
〇
一
二

年
）、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

琉
球
政
府
に
お
け
る
宗
務
行
政
と
宗
教
法
人
法
の
制
定
─
大
城
藤
六
氏
に
聞
く
」（
第
一
一
八
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
17
）	

前
掲
、
高
岡
「
沖
縄
の
宗
務
行
政
の
現
状
等
に
つ
い
て
」、
二
二
頁
。

（
18
）	

嶺
井
百
合
子
『
楽
ん
苦
し
み
ん
─
嶺
井
百
合
子
回
想
記
』（
私
家
版
、
一
九
九
七
年
）、
一
六
七
頁
。
嶺
井
は
、
ノ
ロ
（
沖
縄
の
伝
統
的
な
祭
祀
者
）

か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
祖
母
の
大
城
カ
メ
（
一
八
七
二
〜
一
九
七
二
）
の
影
響
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。

（
19
）	「
告
示
第
八
十
一
号
」（『
公
報
』
第
二
七
号
（〔
琉
球
政
府
〕
行
政
主
席
官
房
文
書
課
、
一
九
五
六
年
四
月
三
日
）
に
、「
今
次
大
戦
に
よ
つ
て

沖
縄
群
島
内
の
各
登
記
所
（
久
米
島
登
記
所
を
除
く
。）
に
備
え
て
あ
つ
た
各
種
法
人
登
記
簿
は
全
部
滅
失
し
た
。
／
滅
失
し
た
各
種
法
人
登

記
簿
に
登
記
を
受
け
た
者
又
は
各
登
記
所
に
対
し
各
種
法
人
登
記
に
関
す
る
通
知
若
し
く
は
嘱
託
を
し
た
官
公
署
は
、
一
九
五
六
年
四
月
一
日

か
ら
一
九
五
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
各
登
記
所
に
登
記
回
復
の
申
請
又
は
そ
の
通
知
若
し
く
は
嘱
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
／

一
九
五
六
年
四
月
三
日
／
行
政
主
席　

比
嘉
秀
平
」（
一
三
頁
）
と
あ
る
。
以
降
の
『
公
報
』
に
は
、「
寺
院
回
復
登
記
」
と
し
て
、
宗
教
団
体
法
に

よ
り
設
立
許
可
を
受
け
た
寺
院
の
登
記
が
掲
載
さ
れ
る
。
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（
20
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
二
巻
、
第
六
編
「
民
事
法
Ⅰ
」
一
七
頁
。

（
21
）	「
社
団
法
人
設
立
〔
社
団
法
人
世
持
神
社
〕」（『
公
報
』
第
一
六
号
、〔
琉
球
政
府
〕
行
政
主
席
官
房
文
書
課
、
一
九
五
八
年
二
月
二
五
日
）、
七
頁
。

（
22
）	『
第
四
十
回
（
定
例
）
立
法
院
文
教
社
会
委
員
会
議
録
』
第
一
二
号
（
立
法
院
事
務
局
議
事
記
録
部
、
一
九
六
九
年
三
月
一
八
日
）、
一
七
頁
。
立

法
院
文
教
社
会
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
の
大
城
藤
六
氏
（
文
教
局
指
導
部
社
会
教
育
課
教
育
指
導
主
事
）
の
答
弁
に
よ
る
。

（
23
）	「
沖
縄
に
宗
教
法
人
会
」（『
全
仏
通
信
』
第
一
二
一
号
、
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
、
一
九
六
六
年
一
二
月
）、
三
頁
。

（
24
）	〔
琉
球
政
府
〕
総
務
局
渉
外
広
報
部
広
報
課
編
『
沖
縄
要
覧　

一
九
六
八
』（
琉
球
政
府
、
一
九
六
九
年
）、
二
五
頁
。

（
25
）	『
琉
球
現
行
法
規
総
覧
』
第
一
巻
Ⅰ
、
第
二
編
「
立
法
院
」
二
四
─
二
九
頁
。

（
26
）	『
第
四
十
回
（
定
例
）
立
法
院
文
教
社
会
委
員
会
議
録
』
第
一
二
号
（
立
法
院
事
務
局
議
事
記
録
部
、
一
九
六
九
年
三
月
一
八
日
）、
一
頁
。

（
27
）	

沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
の
「
宗
教
に
関
す
る
雑
書
」（
目
録
コ
ー
ドR00098127B

）
に
含
ま
れ
る
書
類
“USCA

R- LSC M
em

orandum
 N

o.22

”. 

当
該
の
資
料
群
は
、
琉
球
政
府
文
教
局
指
導
課
社
会
教
育
課
が
作
成
し
た
宗
務
行
政
関
係
書
類
の
う
ち
、
未
分
類
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
28
）	

沖
縄
県
議
会
事
務
局
調
査
課
編
『
立
法
院
誌
』（
沖
縄
県
議
会
事
務
局
、
一
九
七
三
年
）、
沖
縄
県
議
会
事
務
局
編
『
沖
縄
県
議
会
史
─
第
二
二
巻　

資
料
編　

一
九　

議
員
名
鑑
』（
沖
縄
県
議
会
、
二
〇
〇
七
年
）
か
ら
作
表
し
た
。「
宗
教
法
人
法
」
案
が
提
出
さ
れ
る
時
期
に
お
け
る
第
八
回
立
法

院
議
員
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
三
月
現
在
で
、
沖
縄
自
由
民
主
党
一
八
人
、
沖
縄
社
会
大
衆
党
八
人
、
日
本
社
会
党
二
人
、

人
民
党
三
人
、
無
所
属
一
人
。
計
三
二
人
。
な
お
沖
縄
自
由
民
主
党
は
、
一
九
七
〇
年
三
月
八
日
、
自
由
民
主
党
沖
縄
県
支
部
連
合
会
と
な
っ
た
。

（
29
）	

立
法
院
に
お
け
る
議
案
「
宗
教
法
人
法
（
勧
告
）」
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、『
第
四
〇
回
議
会
（
定
例
）
立
法
院
文
教
社
会
委
員
会
議
録　

第
一
二

号
』（〔
琉
球
政
府
立
法
院
〕、
一
九
六
九
年
三
月
一
八
日
、
一
─
二
三
頁
）
か
ら
引
用
し
た
。
複
数
の
議
員
に
よ
る
発
言
と
参
考
人
の
答
弁
が
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
引
用
箇
所
の
頁
数
は
省
略
し
た
。

（
30
）	

元
琉
球
政
府
文
教
局
指
導
部
社
会
教
育
課
教
育
指
導
主
事
で
、
現
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団
理
事
の
大
城
藤
六
氏
へ
の
聞
き
取
り
調

査
。
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
（
電
話
）、
二
〇
一
四
年
七
月
一
八
日
（
面
談
、
沖
縄
県
糸
満
市
の
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
に
て
）。
な
お
後

者
の
記
録
は
、
前
掲
の
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

琉
球
政
府
に
お
け
る
宗
務
行
政
と
宗
教
法
人
法
の
制
定
─
大
城
藤
六
氏
に
聞
く
」（『
宗
務
時
報
』
第

一
一
八
号
）
に
掲
載
し
た
。
大
城
氏
に
は
、
御
協
力
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
31
）	

沖
縄
復
帰
に
お
け
る
文
化
行
政
の
諸
施
策
に
つ
い
て
は
、「
特
集　

沖
縄
の
復
帰
と
文
化
行
政
」（『
文
化
庁
月
報
』
第
四
〇
号
、
文
化
庁
長
官
官
房
庶
務

課
、
一
九
七
一
年
一
二
月
、
二
─
六
頁
）
を
参
照
。

（
32
）	

琉
球
政
府
立
法
院
事
務
局
経
済
工
務
調
査
室
編
『
沖
縄
の
復
帰
対
策
に
関
す
る
参
考
資
料
』（
琉
球
政
府
立
法
院
事
務
局
、
一
九
七
一
年
）、
四
、
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一
三
頁
。

（
33
）	〔
文
部
省
〕
大
臣
官
房
総
務
課
沖
縄
復
帰
対
策
連
絡
室
『
沖
縄
復
帰
対
策
関
係
資
料
集
』（〔
文
部
省
〕
大
臣
官
房
総
務
課
沖
縄
復
帰
対
策
連
絡
室
、

一
九
七
一
年
）、
六
一
─
六
二
、六
四
頁
。

（
34
）	「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
六
年
一
二
月
三
一
日
法
律
第
一
二
九
号
）」（『
官
報
』
号
外
第
一
六
〇
号
、
大
蔵
省
印
刷

局
、
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
）、
六
頁
。

（
35
）	

吉
田
玄
蕃
「
沖
縄
本
土
復
帰
二
〇
年
─
法
人
事
務
と
神
社
庁
設
立
」（『
神
社
新
報
』
第
二
一
八
〇
号
、
神
社
新
報
社
、
一
九
九
二
年
六
月
一
日
）、

五
面
。
吉
田
は
、
元
沖
縄
県
神
社
庁
長
。

（
36
）	「
公
告　

神
社
明
細
帳
調
製
復
旧
に
つ
い
て
」（『
公
報
』
第
三
六
号
、
琉
球
政
府
総
務
局
渉
外
広
報
部
文
書
課
、
一
九
七
二
年
五
月
六
日
）、
一
九
─

二
〇
頁
。
本
公
告
に
、
計
一
三
社
が
掲
載
さ
れ
た
。
各
社
を
列
記
す
る
と
、（
那
覇
市
）
波
上
宮
、
沖
縄
県
護
国
神
社
、
天
久
宮
、
浮
島
神
社
、
末

吉
神
社
、
識
名
宮
、
沖
宮
、
沖
縄
神
社
、
世
持
神
社
、
八
幡
宮
、（
宜
野
湾
市
）
普
天
間
宮
、（
金
武
村
）
金
武
宮
、（
平
良
市
）
宮
古
神
社
。

（
37
）	

前
掲
、「
宗
教
に
関
す
る
雑
書
」
に
含
ま
れ
る
書
類
よ
り
。

（
38
）	

前
掲
、「
宗
教
に
関
す
る
雑
書
」
に
含
ま
れ
る
書
類
よ
り
。

（
39
）	

説
明
会
に
て
配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
編
『
説
明
会
資
料　

沖
縄
宗
教
法
人
の
切
替
措
置
に
つ
い
て
（
解
説
）』（
文
化
庁
文
化

部
宗
務
課
、
一
九
七
二
年
）。
沖
縄
県
立
図
書
館
に
、
同
書
の
複
製
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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